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近年，高精度放射線治療において，呼吸性移動を捉えた4次元放射線治療が求められ， 4

次元CT(4D-CT)は腫瘍の動きを把握するため必須である． しかし，その物理特性が十分に報告

されていない．本研究は， 4次元放射線治療における至適画像の基礎解析として，呼吸同期

ヘリカルスキャン4Dシステム(4D-HS)における物理特性の精度検証に関わる研究を目的とす

る．

4D-HSの物理特性を評価するため，自作ソ フ トウ ェアにより体軸方向の分解能(SSP)，呼吸位

相の変化にともなう体積変化，スリットファントムの多断面再構成像(MPR)におけるプロファ

イルについて，4D-HSと通常ヘリカルスキャン(N-HS)の比較および評価を行なった．

SSPの半値全幅とmodulationtransfer function(MTF)の結果は，4D-HSとN-HSで同等の分解

能を示した．体積変動における誤差はN-HSと比較し、呼吸動態が安定している領域におい

て，概ね5％以内であった． MPRの比較では，4D-HSとN-HSともに0.5mmスリ ットまでプロファイ

ルの識別が可能であった．

本論文において， 4D-HSの基礎的物理特性を明らかにすることで，呼吸動態に追従した時間

分解能を有しているシステムであることが示された．これにより，4D-HSは4次元放射線治療

に適した精度であり，臨床応用に適していることをはじめて示唆した学術上価値ある論文で

あることを確認した

本論文は本学大学院学位論文（博士）審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断した。
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